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22
日
（
木
） 

場 
所
：
堤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー 

セ
ン
タ
ー 
学
習
・
現
場
見
学 

１
．
ま
え
が
き 

 

９
月
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
で

毎
年
何
処
か
で
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。 

 

自
然
災
害
を
封
じ
込
め
ら

れ
な
い
に
し
て
も
、
被
害
を
最

小
限
に
す
る
こ
と
は
出
来
ま

す
。
今
回
、
高
槻
の
排
水
・
治

水
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
番

田
井
路"

を
取
り
上
げ
実
施 

２
、
高
槻
の
地
形 

 

高
槻
市
域
を
中
心
と
す
る

淀
川
低
地
の
地
形
は
、
排
水
が

悪
く
て
低
湿
な
後
背
湿
地
や

洪
水
危
険
度
の
高
い
氾
濫
平

野
が
広
い
面
積
を
占
め
て
い

る
。
こ
の
低
地
内
に
は
、
新
幹

線
、
東
海
道
本
線
、
阪
急
京
都

線
や
多
数
の
道
路
、
河
川
堤
防

と
い
っ
た
線
状
地
物
が
錯
雑

し
、
さ
ら
に
都
市
化
の
進
行
に

伴
な
っ
て
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

工
場
や
住
宅
な
ど
の
盛
土
が

数
多
く
無
秩
序
に
形
成
さ
れ

て
き
た
為
、
多
く
の
排
水
条
件

不
良
な
土
地
が
生
じ
て
い
る
。 

３
、
高
槻
の
川
の
特
性 

 

高
槻
市
域
を
流
れ
る
主
要

河
川
と
し
て
は
、
市
域
の
南
東

辺
を
画
す
淀
川
を
筆
頭
に
、
南

北
に
細
長
い
市
域
の
ほ
ぼ
中

央
部
を
貫
通
す
る
芥
川
と
、
そ

の
支
流
女
瀬
川
、
市
域
東
部
を

南
流
す
る
桧
尾
川
な
ど
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

⑴ 

桧
尾
川
流
路
の
人
工
的

改
変 

 

安
満
山
南
麓
沿
い
に
曲
流

す
る
桧
尾
川
の
現
流
路
が
、 

等
高
線
に
平
行
し
て
お
り
、
本

来
等
高
線
を
横
切
っ
て
流
れ

る
性
質
を
有
す
る
河
川
の
流

域
と
し
て
は
、
極
め
て
不
自
然

な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
さ
ら
に
注
目
さ
れ

る
の
は
桧
尾
川
の
谷
口
を
頂

点
と
し
て
京
大
農
場
付
近
に

ま
で
及
ぶ
同
心
円
状
の
等
高

線
の
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
は
こ

の
地
区
が
往
時
の
桧
尾
川
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

こ
の
部
分
の
桧
尾
川
の
流

路
が
現
在
の
よ
う
に
固
定
さ

れ
た
の
は
い
つ
頃
で
、
ど
の
よ

う
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
か
、
明
確
な
証
拠
は
残
さ

れ
て
い
な
い
。 

 

１
５
世
紀
前
期
頃
ま
で
に
、

安
満
庄
の
一
部
を
な
す
桧
尾

川
扇
状
地
で
も
開
発
が
進
め

ら
れ
、
そ
の
耕
地
を
桧
尾
川
の

洪
水
か
ら
守
る
た
め
に
桧
尾

川
の
流
路
を
現
在
の
よ
う
に

人
工
的
に
固
定
す
る
と
も
に
、

扇
状
地
上
の
耕
地
に
対
す
る

灌
漑
用
水
を
確
保
す
る
た
め

に
所
々
に
溜
池
が
構
築
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。 

⑵
天
井
川 

全
川
と
も
に
典
型
的
な
天

井
川
を
形
成
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
天
井
川
は
、
人

工
的
な
築
堤
に
よ
っ
て
河
道

が
固
定
さ
れ
た
結
果
、
堤
内
の

み
土
砂
が
堆
積
し
、
河
床
が
上

昇
し
て
氾
濫
の
危
険
が
増
大

す
る
と
再
び
堤
防
の
か
さ
上

げ
と
河
床
の
上
昇
と
の
い
た

ち
ご
っ
こ
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
も
の
で
す
。 

し
か
し
、
淀
川
へ
の
流
出
口

に
近
い
大
樋
付
近
で
は
、
両
岸

に
広
が
る
水
田
の
標
高
５
．
２

ｍ
に
対
し
て
、
芥
川
の
河
床
は

標
高
６
．
６
ｍ
を
測
り
、
河
床

の
方
が
１
．
４
ｍ
以
上
高
い
天

井
川
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
部
分
で
は
、
芥
川
左
岸

の
排
水
を
集
め
た
番
田
井
路

が
大
樋
に
よ
っ
て
芥
川
の
川

底
を
く
ぐ
っ
て
お
り
、
し
か
も

こ
の
大
樋
が
作
ら
れ
た
の
は

永
井
日
守
直
清
が
高
槻
藩
主

と
な
っ
た
１７
世
紀
中
ば
の
こ

と
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
高
槻
城
下
お
よ
び

そ
の
南
方
に
広
が
る
水
田
地

帯
の
排
水
を
円
滑
に
す
る
た

め
に
大
樋
が
必
要
と
さ
れ
た
。 

⑶
番
田
大
樋
と
番
田
井
路 

 

水
利
の
み
な
ら
ず
慶
安
３

年
（
１
６
５
０
）
高
槻
は
大
洪

水
に
見
舞
わ
れ
、
淀
川
沿
い
の

村
々
で
は
収
穫
が
半
減
す
る

な
ど
被
害
を
受
け
た
。 

 

こ
れ
を
契
機
に
、
翌
４
年
か

ら
高
槻
藩
主
永
井
直
清
に
よ

り
、
番
田
の
排
水
路
（
井
路
）

掘
削
工
事
が
行
わ
れ
た
。 

 

こ
れ
は
、
芥
川
の
川
底
（
堤

防
）
の
下
を
横
断
す
る
木
管

（
番
田
大
樋
）
に
よ
っ
て
、
番

田
井
路
と
、
天
正
年
間
に
完
成

し
た
三
箇
牧
井
路
を
結
ぶ
も

の
で
あ
っ
た
。
工
事
は
承
応
２

年
（
１
６
５
３
）
に
完
成
し
、

番
田
の
排
水
は
柱
本
で
淀
川

に
流
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

し
か
し
、
淀
川
川
床
の
上
昇

の
た
め
に
改
修
が
必
要
に
な 

 

り
、
元
禄
１
３
年
（
１
７
０
０
）

か
ら
、
再
工
事
が
行
わ
れ
西
に

井
路
を
開
削
し
た
。
こ
の
結
果
、

番
田
か
ら
芝
生
・
玉
川
・
安
威

川
を
経
て
神
崎
川
へ
至
る
経

路
が
完
成
し
た
。 
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１１月度行事予定   
"神峰山寺と神峰山の森自然園" 

月  日：平成17年11月17日（木）9：45集合 

集合場所：神峰山寺山門（仁王門） 高槻市大字原3301-1 

交通案内；市バスＪＲ高槻駅 ➀乗り場    上の口・

原大橋 行き ８：５０発  原立石下車 徒歩約30分 

１０月度行事予定   
"地震観測所と阿武山古墳へ" 

月  日：平成17年10月20日（木）13:15集合 
集合場所：京都大学 阿武山地震観測所 本館正面玄関 

      高槻市奈佐原9444 電話６９４-８８４８ 

交通案内：市バスＪＲ摂津富田駅 ④公団阿武山方面   

１２:２０発   消防署前下車  徒歩約４５分 

黄釣舟 
９月に入って台風１４号も日本

海へ過ぎ去った頃、友人の持つ北軽

井沢（群馬県嬬恋）の別荘（に招か

れて遊びに行って来ました。 

 浅間山の山麓を長野県から群馬

県へと、彼の山荘へ向けてドライブ

した道すがら「山野草」の群生をみ

つけて写真に収めてきました。 

釣舟草科、学名 impatiens 

noli-tangere（ﾂﾘﾌﾈｿｳ属、「私にふ

れるな」の意味）、ｷﾂﾘﾌﾈのﾗﾃﾝ名。 

 初秋頃に開花、釣り舟のような形

で黄色いのでこの名前「釣舟草」に

比べて葉がやや丸みを帯び、花の後

の渦巻状の巻き方がゆるやか。山の

木陰で花が葉の下に垂れ下がるよ

うにして咲いている。Ｔ・Ｎ      

わ
が
ま
ち
紹
介 

番
田
大
樋
と
番
田
井
路 

高
槻
の
治
水
に
つ
い
て
考
え
る 

番田大樋 記念碑 

四季彩 黄 釣 舟 


